
資
料
紹
介

『
精
進
魚
類
物
語
』
作
者
に
関
す
る

一
資
料

柴

田

芳

成

お
伽
草

子
作

品

に
お

い

て
は
、
個

々
の
物

語

の
作

者
が

判
明

す

る

こ
と

は

ほ
と

ん
ど
な

い
。
『
筆
結

の
物

語

』

(前

田
育
徳

会
尊

経

閣
文

庫

蔵

)

が
、

そ

の
奥

書

に

文
明

十

二
年

(
一
四

人
0

)
、

石
井
康

長

(法
名

葬

鳳
)

の
作

に
な

る

こ
と
を

記
し

て

い
る

の
は
極

め

て
珍

し

い
例

で
あ

る
。

た

だ
、

お

伽
草

子
作

品
が

作
者

名

を
明

ら
か

に

し
な

い
こ
と

は
、

作
品

個

々
に

は
様

々
な

要
素

を
含

み
な

が
ら

も
、

そ
れ

ら

の
物

語
群

が
、

文
学
史

的

に

は
王

朝
時
代

以
来

の
物
語

文
学

の
系

譜

に
連

な

る

こ
と

を
示

す
も

の
と

い
え
る
だ

ろ
う
。

さ

て
、

こ
こ
に
取

り
上

げ

る

の
は

『
精

進

魚
類

物
語

』

(『
魚
鳥

平

家

』

と
も
)

の
作

者

の
問

題

で
あ

る
。

こ

の
物
語

は
、
精

進

(穀
物

野
菜
)

と
、

魚
類

(鳥

類

、
貝

類
も

助
勢

)

と

の
合

戦

を
描

い
た
、

い
わ

ゆ
る
異

類
合

戦
物

で
あ

る
。
明

応

四
年

(
一
四
九

五
)

以
前

の

成

立

と
考
え

ら

れ
、
異

類

合
戦

物

の
中

で
も
始

発
的

な
位

置

に
あ

る

と

み

ら
れ

る
作

品

で
あ

る

二
)。

}
般

に
、

異
類

合
戦

物

の
作

品

は
、

軍

記
物

語

の
パ

ロ
デ

ィ
と

い

う
趣

向

を
取

っ
た

り
、

そ

の
擬

人
名

に
物

尽
く

し
的
な

要

素
を
加

味

す

る
な

ど
、

物
語

の
制

作

に
は

か
な

り

の
教

養

を
必
要

と

す
る
内

容

を
循

え
そ

そ

¢
た
屍

物

誰

¢
竹

者

に
は
当

什

―
沸

¢
気

調

込
か

擬

さ

れ

て
き
た
。

常

に
そ

の
候

補

と
な

っ
て
き

た

の
が
、

二
条
良

基

と

一
条

兼
良

で
あ

り
、

本
作

品
に

つ
い
て
も
、

近
世

以
来
、

こ
の

二

人

の
名
が
挙
げ

ら

れ

る
。

『
弁
疑

書

目
録

』

(宝
永

七

年
刊

・
「
七

「
○
)

の

「
本

朝
作

者

書

目

」
三
〕、
『
類
聚

名
物
考

』

(安
永

九
年

・
一
七

人
○

)

の

「
書
籍

部

」
三
)
と
も

に
、

本
物

語
を
取

り
上

げ

て

い
る

が
、

両
書

と
も

『
精

進

魚

類
物

語
』

を

兼
良

作

と
す

る

一
方

で
、

『
魚

鳥

平
家

』

を

良
基

作

と

し
て
お

り
、
混

乱

が
み
ら

れ

る

撃̂
。

明

治
以

降

の
研
究

史

の
中

で
は

、
平

出
鰹

二
郎

氏

は
、
『
精

進
魚

類
物

語
』

の

一
本

の
奥
書

に

「
右
精

進
魚

類
物

語

一
名

魚
鳥

平
家

物

語

一
巻
、

―
条

禅
閣

兼
良

公
御

作
、

山
科

言
継

卿
筆
」

と
あ

る
こ
と

を

紹
介

さ

れ

つ
つ
、

「室

町
頃

の
作

物

を
兼

良

公

の
著
作

と

い
ふ
は

在
来

の
習

癖

に
し

て
、

果

し

て
然

り

や
否
や

を
知

ら
ず

」
と

さ

れ
た

五̂
》。

一
方
、

後
藤

丹
治

氏

は
、

上

記

の
奥

書

記
事

を

重

視
す

る
と

と
も

に
、
物

語
冒

頭

の

「魚
鳥

元
年
壬

申
」
と

い
う
年
紀

に
着

目

し
、

「
元
年
」

と

「
壬
申
」

の

一
致

か
ら

「享

徳

元
年

を

こ

の
物

語

の
著

述
時

期

で

あ

る
」

と

し

て
、
兼

良

五
十

―
歳

の
作

と
さ

れ

た

さ̂
。

ま
た
、

市
古

貞
次

氏

は
、
兼
良

作

も
良
基

作

も

「
両
説

共
に
疑

は

し

い
」

と
、

作

者

の
認

定

に
慎

重

な

態
度

を
と

っ
て

お
ら

れ

る

さ̂
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵

『
公
事
根
源
』
(平
松
4
/
ク
/
1
)
の
冒
頭
第

一
丁
に
綴
じ
ら
れ

一52一



た

、

一
条
経

嗣
、

同
兼

良
、

二
条

良
基

の
著

作
を

記

し
た

一
葉

で
あ

る
。

記
載

本
文

は
、

同
書

の
本
体

で
あ
る

『
公
事

根
源
』

と

同
筆

と

み
ら
れ
、
そ
の
奥
書
に

「干
時
饗

則
下
轡

参
議
右
衛
門
督
平

時

慶

」
と

あ
る

こ
と

か
ら
、

慶
長

十

七
年

(
=

ハ
一
二
)

七

月

(
に

近

い
時

期

に
)
、

西
洞

院
時

慶

の
書

写

に
な

る
も

の
と

知

ら

れ
る
。

成
恩
寺
殿
御
作

相
国
寺
大
塔
供
養
和
字
記

―
冊

北
山
行
幸
和
字
記
上
下
二
冊

後
成
恩
寺
殿
御
作

公
事
根
源
抄
上
下

令
抄

(十
歎
〉

一
冊
奥
欠

〈経
嗣
公
〉

(
〈〉
は
小
字
、
以
下
同
)

北
山
女
院
入
内
和
字

記

}
冊

御
襖
大
嘗
和
字

記

一
冊

重
編
職
源

一
冊

江
次
第
抄

く
十
欺
V
巻
奥
欠

御
譲
位
御
即
位
御
襖
大
嘗
会
和
字
抄

―
冊

日
本
書
紀
纂
疏
三
冊

勧
修
念
仏
記

一
冊

樵
談
治
要

「
巻

伊
勢
物
語
愚
見
抄
上
下

花
鳥
余
情
十
五
冊

連
歌
新
式
今
案
追
加

一
冊

歌
林
良
材
集
上
下

四
書
童
子
訓

二
冊

〈大
学
〉

関
藤
河
記

一
冊

雲

井
の
春

一
冊

元
亨
釈
書
註

々
巻

文
明

「
統
記

「
巻

源
氏
物
語
年
立

一
冊

連
珠
合
壁
集
上
下

古
今
和
歌
集
秘
抄

一
冊

源
語
秘
次

一
冊

源
氏
物
語
和
字
抄
六
冊

筆

の
す
さ
み

一
冊

東
斉
随
筆

一
冊

」

オ

除
官
雑
例

一
冊

後
普
光
園
摂
政
御
作

百
寮
訓
要
紗

一
冊

小
嶋
の
す
さ
み

一
冊

諒
闇
和
字
記

一
冊

白
鷹
記

「
冊

愚
問
顕
註

一
冊

近
来
風
躰

一
冊

さ
よ
の
ね
覚

一
冊

(二
条
殿
良
基
公
〉

榊
葉
日
記

一
冊

貞
治
御
鞠
和
宇
記

一
冊

(き
ぬ
か
つ
き
と
号
す
〉

思
の
ま
Σ
の
日
記

一
冊

魚
鳥
平
家

「
冊

筆

の
す
さ
み

一
冊

連
歌
式
目

一
冊

」

ウ

先

に
挙
げ

た

『
弁
疑
書

目
録

』
、
『
類
聚

名
物
考

』
が

近
世

中
期

の

も

の

で
あ

る

の
に
対

し

て
、

こ
ち

ら

(
以

下
、

「
三
者

目
録

」
と

称

す

る
)

は
近
世

の
極
初

期

の
記
録

で
あ

る
。

し
か
も
、

こ
こ
に
挙

が

る
書

目

は
、
今

日

い
ず

れ
も

各
人

の
著
作

で
あ

る
と

の
評
価

が

ほ
ぼ

定
ま

っ
た
作

品

で
あ
り

、
記

事
自
体

の
信

悪
性

も
高

い
と

い
え

る
だ

ろ
う

。

そ

の

「後

普

光
園

摂
政

御

作

く
二
条

殿

良
基

公

こ

の
著

作

一
覧

の
中

に
、
『
魚

鳥
平

家
』

の
名

が

み
え
る

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
従

来
知

ら
れ

る
資
料

に
、
天
正

十
九

年

(
一
五
九

一
)
、

大
村

由

己

の
手

に
な

る
桃
山

時
代

の
古

筆
筆

写

の
略
伝

を
ま

と
め

た

『
梅

庵

古
筆

伝
』

八̂
〕
が
あ

る
。

次

に
、
『
梅
庵

古

筆
伝

』

か
ら

、
略

伝
部

分

は
除

い
て
、
著

作

に
関
わ

る
箇

所
だ

け
を

示
す
。

な

お
、
同

書

で
は
良

基

・
経

嗣

・
兼
良

の
順

に
並

ん

で

い
る
。
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良
基
公

百
寮
訓
要
抄
。
近
来
風
体
抄
。
愚
問
賢
註
。
小
夜

夜

覚
。
連
歌
新
式
。
榊

葉

日
記
。
思
儘
之

日
記
。
筆
之
慰
。

小
嶋
之
慰
。
貞
治
御
鞠
和
字
記
。
諒

闇
和
字
記
。
白
鷹
記
。
魚
鳥
平
家
。
逐

一
可
勝
計
。

経
嗣
公

北
山
行
幸
記
。

北
由
女
院
入
内

記
。
御
喫
大
嘗
会
記
。
相

国
大
塔
供
養
記

等
。兼
良
公

四
書
童
子
訓
。

日
本
書
紀
纂
疏
。
元
亨
釈
書
註
。

文
明

―
統
記
。
歌
林
良

材
抄
。
花
鳥
余
情
。
源
語
秘
訣
。
源
氏
年
立
。
源
氏
和
字
抄
。
古
今
秘
抄
。

新
式
今
案
追
加
。
重
編
職
原
抄
。
令
抄
。
江
次
第

註

。
御
譲
位
御
即
位

御
襖
大
嘗
会
和
字
抄
。

公
事
根
源
抄
。
除
官
雑
例
。
伊
勢
物
語
愚
見
抄
。

連
珠
合
壁
。
東
斎
随
筆
。
樵
談
治
要
。
関
藤
川
記
。
雲
居
春
。
筆
之
慰
。

尺
素
往
来
。
世
諺
問
答
。
等
。
此
外
雑
著
不
可
縷

挙
。
今
綱
大
綱
而
巳
。

各

人

の
著

作

に

つ
い

て
、

「三

者

目
録

」

と

『
梅
庵

古

筆
伝

』

の

書

目

と
を

比
較

す

る
と
、

・
経

嗣

の
著

作

と
も

に
同

じ

四
作
品

を
掲

げ

る
。

・
兼
良

の
著

作

「
勧
修

念
仏

記
」

は

「三

者

目
録
」

に

の
み
あ

り
。

「
尺

素
往

来

」

「
世

諺

問
答

」

は

『
梅

庵
古

筆

伝
』

に

の
み
あ

り

。

・
良

基

の

著

作

「
三
者

目

録
」
の

「連

歌
式

目
」
が

、
『
梅
庵

古

筆
伝
』

で

「連

歌
新

式
」

と
な

っ
て

い
る
。

ほ
ぼ

同
じ
書

目
を

取
り
上

げ
な

が
ら

も
、

両
書

間

で
記
載

順
が

異

な

る

こ
と
や
、
兼

良

の
著
作

に

関
す

る
相
違

か

ら
、

両
書

に
直

接
的

な
影

響
関

係

は
な

い
と
思
わ

れ

る
。

も

っ
と
も
、

採

用
書

目

の

一
致

度

の
高
さ

に
注

目
す

れ
ば
、

室

町
末

期
か

ら
近

世
初
期

に
か
け

て
、

両
書

が
範

と

し
た
何

ら
か

の
作
者

・
著

作

目
録

が
存
在

し
た
可

能
性

も
あ

ろ
う

。

そ

し

て
、

こ

こ
で
確

認

し

て
お
く

べ
き

は
、

「
魚

鳥

平
家

」

が
良

基

の
著
作

と
さ

れ

て

い
る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
ら

二

つ
の
資
料

か
ら

、
真

偽

の
ほ
ど

は
別

と

し

て
、

近

世

の

初

め
に

は

「魚
鳥

平
家

」

腫

二
条

良
基

作

と

い
う

伝

承
が

あ

る
程
度

受
け

入
れ

ら
れ

て

い
た

こ
と

が
う

か
が

え

る
だ

ろ
う
。

で
は
逆

に
、
兼

良

と

『
精

進
魚

類
物

語
』

と
は

、

ど

の
辺
り

か
ら

結
び

つ
け

ら
れ

る

の
か
。

こ
れ

に

つ
い
て

は
、
何

ら
提

示
す

る

も

の

を
も

た
な

い
が
、

は

じ
め

に
ふ

れ
た

『
弁
疑

書

目
録
』

で
は
、

良
基

の
著

作
数

が

「
三
者

目
録

」
と
同

じ
く
十

三

で
あ

る

の
に
対

し

て
〔九
】、

兼
良

の
場
合

、
「
三
者

目
録
」
の
二
十

五
作

を
す

べ
て
含

ん
だ

上

で
、

「鴉
鷺

物

語
」
な

ど
を

も
加

え
た

五
十

作
品

が
数

え
ら

れ

る
。
平

出

氏

の
指

摘

の
通

り
、
多

く

の
著
作

が
兼

良

の
名

へ
と
集

積

し
た

こ
と

も
考
慮

さ

れ
ね
ば

な
ら

な

い
。
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以

上
、

こ
れ

ま

で
知
ら

れ

て

い
な

い

一
葉

の
紹
介

か
ら

『
精
進
魚

類

物

語
』

の
作
者

に

ふ
れ

た
が
、

も

と
よ

り

こ
れ
を
も

っ
て
本
作

品

が

二
条
良

基

の
作
だ

と
主

張

し
よ
う

と

い
う

つ
も
り

は
な

い
。
物

語

の
成

立
が

明
応

四
年

以
前

の
ど

こ
ま

で
遡

れ
る

か
は

不
明

で
あ
り
、

良

基

(元

応

二
～
嘉
慶

二

(元
中

五
)
年

・
コ

ニ
ニ
○

～

一
三
八
八

)

に

し
て
も

、
兼

良

(
応
永

九
～

文
明

十
三

年

・
一
四
〇

二
～

一
四

八

一
)

に

し

て
も

、
そ

の
活

動
期

間
と

の
間

に
は

か
な

り

の
年

月
が

あ

る
。
良

基

・
兼
良

以
外

の
人
物
も

含

め

て
、
作

者

た

る
人
物

に

つ
い

て
は

慎
重

に
考
え

ら

れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ

こ
で

は
、

近
世

の
早

い
時

期

に
、
『
精

進
魚

類

物

語
』

の
作
者

と

し

て
、

二
条

良

基

の
名
を

書
き

留

め
る
資

料
が

一
つ
な
ら
ず

存
在

す

る

こ
と

を
報

告
す

る

こ
と

を
旨

と

し
た
。

(注
〉

(
一
)

秋
谷
治

「精
進
魚

類
物

語

の
古
版
本
」

(『
伝
承

文
学

研
究
』

21

号
、

昭
和
五
十
三
年
三
月
)
。

(二
)
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
本
に
よ

る
。

(三
)
『
類
聚
名
物
考
』

(近
藤
出
版
部
、
明
治

三
十
八
年

)。

(四
)
後
藤

丹
治
氏

に
よ
れ
ば

『
書
籍
目
録
作
者

寄
』

で
も

『
精
進

魚

類
物
語

』
を
兼

良
作

と

し
、
『
魚

鳥
平
家

』
を
良

基
作

と
す

る
と

の

こ
と
で
あ
る

(『
中
世
国
文
学

研
究
』
磯

部
甲
陽
堂
、
昭
和
十
人
年
)
。

(
五
)

平
出
錘

二
郎

『
近
古

小
説
解

題
』

(
名
著

刊
行
会

、
昭
和

四
十

七
年
、
初
刷
明
治
四
十
二
年
)
。

(六
)
後
藤
注

(四
)
書
。

(七
)
市
古

貞
次

「
中
世
小
説

の
諸
問

題
」

(『
中
世
小
説

の
研
究
』
東

京

大
学
出
版

会
、
昭

和
三
十
年
)
。
な

お
、
辞
典
類

の

「精

進
魚
類

物

語
」

項
に

つ
い
て
み
て
も
、

両
説
併
記
が
多

い
。
例

え
ば

『
続
群

書
解

題
』

(
昭
和
三

十
六
年
)

で
は

「
二
条
良
基
ま

た

は

[
条

兼
良

が
擬
さ

れ
て

い
る
が
後
者
が
有

力
か
」
。
『
目
本
古
典

文
学
大
辞
典
』

(岩
波

書
店
、
昭
和
五
十
九

年
)
で
は

二

条
兼
良

と
も

二
条
良
基

作

と
も
伝
え

ら
れ
る
が

不
明
」
。
『
日
本
古
典

文
学
大
事

典
』

(明
治

書
院
、
平
成

十
年
)

で
は

「
二
条
良

基
作

の
伝
が
あ

る
」
。
『
お
伽
草

子

事
典
』

(
東
京
堂

出
版
、
平
成

十
四

年
)

で
は

「
作
者

と
し

て
二

条
良
基

・
一
条

兼
良
な
ど

の
伝

が
あ
る
が
不
明
」
な

ど
と
な

っ
て
い

る
。

(八
)
『
続
群

書
類
従
』

第
三
十

一
輯
下
。

後
藤
注

(
四
)
書

、
市
古

注

(七
)
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

(九
)
『
弁
疑
書

目
録
』
に
は

「愚
問
賢
注
」
「さ

よ

の
ね
覚
」
が
な
く
、

「
御
喫
記
」
「
蔵
玉
集

」
が
あ
る
と

い
う
出
入
り
が
あ

る
。

〈付

記
〉

本

稿
は
、
平
成

十
四
年
十
二
月

に
博

士
学
位
申
請

論
文
と

し
て
提

出

し
た
も

の
の

「
部

で
あ

る
。

(し
ば

た

よ
し
な

り

・
本
学

非
常

勤
講

師
)
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